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7.7 

7.7 

10.3 

38.2 

41.4 

41.7 

35.3 

35.3 

33.6 

6.9 

5.0 

5.3 

0.9 

0.8 

1.7 

6.0 

5.5 

4.8 

4.9 

4.4 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26

R1

R6

10.8 

9.8 

10.3 

46.1 

43.2 

45.9 

19.3 

24.9 

23.8 

3.0 

4.6 

3.3 

0.8 

0.8 

0.8 

11.8 

9.8 

10.0 

8.3 

6.9 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26

R1

R6

1.1 

1.4 

1.8 

9.6 

12.4 

14.1 

58.8 

57.5 

57.0 

2.6 

2.3 

1.8 

0.4 

0.4 

0.2 

18.6 

18.5 

18.3 

8.9 

7.5 

6.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26

R1

R6

３ 男女共同参画に関する県民の意識 

 （山口県「男女共同参画に関する県民意識調査」（令和 6年度）結果） 

① 男女の地位の平等感について 

「平等である」と回答した人の割合は、令和元年度調査と比較して、各分野において   

微増減はあるものの、概ね横這いで推移しており、「政治活動の中で」、「社会通念・ 

慣習・しきたりなどで」、「社会全体として」の項目では、依然として、６割以上が「男 

性の方が優遇されている」と回答しています。 

各分野において、「男性の方が優遇されている」と答えた割合は男性より女性の方が高 

く、「平等」と答えた割合は女性より男性の方が高く回答しています。 

 

 

男女の地位の平等感について 

 

  家庭生活の中で  

 

 

 

 

 

 

  就職の機会や職場の中で  

 

 

 

 

 

 

  学校教育の場で  

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が優遇

されている

平等である どちらかといえば

女性の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答
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3.1 

5.3 

5.4 

31.0 

28.5 

30.3 

38.8 

40.1 

41.2 

6.3 

6.5 

5.8 

0.5 

0.5 

0.5 

12.8 

12.9 

11.6 

7.2 

6.3 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26

R1

R6

20.0 

19.7 

24.4 

43.6 

43.6 

43.2 

14.7 

15.9 

15.8 

1.4 

1.5 

0.7 

0.3 

0.4 

0.4 

12.4 

12.0 

9.9 

7.6 

6.9 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26

R1

R6

6.8 

8.6 

8.0 

29.9 

29.3 

31.8 

32.4 

34.1 

33.9 

6.7 

5.7 

4.5 

1.0 

0.8 

1.8 

15.6 

14.1 

13.9 

7.6 

7.4 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26

R1

R6

15.0 

16.2 

16.1 

53.1 

53.8 

55.2 

14.4 

14.2 

14.5 

2.4 

2.3 

2.2 

0.4 

0.4 

1.0 

8.2 

7.4 

6.6 

6.5 

5.8 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26

R1

R6

8.3 

9.5 

8.8 

55.6 

55.6 

57.8 

17.6 

17.9 

18.0 

2.5 

2.9 

3.8 

0.6 

0.5 

1.0 

9.1 

8.6 

6.9 

6.2 

5.0 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H26

R1

R6

 

  地域活動の中で  

 

 

 

 

 

  政治活動の中で  

 

 

 

 

 

 

  法律や制度の面で  

 

 

 

 

 

 

  社会通念・慣習・しきたりなどで  

 

 

 

 

 

  社会全体として  

 

 

 

 

 

 

 

  

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかといえば

男性の方が優遇

されている

平等である どちらかといえば

女性の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答
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52.6 

47.6 

38.8 

37.7 

0%20%40%60%

女性を取り巻く様々な偏見や、固定的な

社会通念・慣習・しきたりを改めること

子どもの時から家庭や学校で

男女の平等について教えること

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を

習得するなど、積極的に力の向上を図ること

法律や制度の面での見直しを行い、

女性差別につながるものを改めること

59.9 

54.7 

48.1 

35.3 

0% 20% 40% 60%

29.5 

44.6 

28.7 

41.8 

39.9 

48.2 

32.9 

35.6 

28.9 

42.2 

44.0 

50.4 

32.3 

36.2 

36.3 

43.7 

51.3 

56.2 

0% 20% 40% 60%

行政や企業などの重要な役職に一定の割合で

女性を登用する制度を採用・充実すること

女性の就業、社会参加を支援する

施設やサービスの充実を図ること

法律や制度の面での見直しを行い、

女性差別につながるものを改めること

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を

習得するなど、積極的に力の向上を図ること

子どもの時から家庭や学校で

男女の平等について教えること

女性を取り巻く様々な偏見や、固定的な

社会通念・慣習・しきたりを改めること

令和６年度

令和元年度

平成26年度

② 男女があらゆる分野でもっと平等になるために重要なこと 

「女性を取り巻く様々な偏見や、固定的な社会通念・慣習・しきたりを改めること」 

が、平成 21、26、令和元年度調査に引き続き最も高くなっています。 

次に「子どもの時から家庭や学校で男女の平等について教えること」、「女性自身が経

済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図ること」となって

います。 

男女があらゆる分野でもっと平等になるために重要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別は下図のとおりで、男女とも、「女性を取り巻く様々な偏見や、固定的な社会通

念・慣習・しきたりを改めること」が最も高くなっています。 

また、「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上

を図ること」では、女性が男性を９．３ポイント上回っています。 

 

男女があらゆる分野でもっと平等になるために重要なこと（令和６年度：男女別：上位４項目） 

 

 

 

  

【男性】 【女性】 
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51.0 

35.7 

35.7 

31.0 

29.6 

23.7 

20.7 

3.8 

5.1 

5.9 

48.1 

34.0 

34.0 

28.4 

19.1 

23.6 

21.6 

4.6 

6.7 

6.1 

53.8 

37.6 

37.1 

33.6 

38.7 

23.9 

19.9 

3.1 

3.5 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男性優位の組織運営

家庭、職場、地域における

性別役割分担、性差別の意識

女性の参画を積極的に進めようと

意識している人が少ない

女性の活動を支援する仕組みの不足

家庭の支援・協力が得られない

女性側の積極性が十分でない

女性の能力開発の機会が不十分

その他

わからない

無回答

全体

男性

女性

③ 女性の活躍について 

社会の中で意思決定の場に女性の参画が少ない理由は、「男性優位の組織運営」が最 

も高く、以下、「家庭、職場、地域における性別役割分担、性差別の意識」、「女性の 

参画を積極的に進めようと意識している人が少ない」の順となっています。 

男女別にみると、「家族の支援・協力が得られない」、「女性の活躍を支援する仕組  

みの不足」については、女性で高くなっています。 

 

社会の中で意思決定の場に女性の参画が少ない理由 
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68.1

56.3

54.4

47.3

39.4

27.2

26.5

25.8

24.2

15.3

3.0

2.3

63.4

53.5

51.7

39.6

40.7

24.2

20.3

20.8

21.6

14.1

3.9

2.2

72.4

59.5

57.5

54.4

38.7

29.7

32.2

30.2

26.7

16.5

2.2

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

育児・介護との両立について

職場の支援制度が整っていること

性別に関係なく仕事が適正に評価されること

職場の上司・同僚が、女性が

働くことに理解があること

年次有給休暇の取得のしやすさや

勤務時間が柔軟であること

経営者が女性の活躍の

促進に積極的であること

時間や場所にとらわれない働き方ができること

仕事にやりがいがあること

長時間労働の必要がないこと

パート、アルバイト等から正社員へ登用すること

身近に相談できて目標になる女性がいること

その他

無回答

全体

男性

女性

女性が活躍できる仕事・職場環境に必要なことは、「育児・介護との両立について職  

場の支援体制が整っていること」が最も高く、以下、「性別に関係なく仕事が適正に評  

価されること」、「職場の上司・同僚が、女性が働くことに理解があること」の順とな 

っています。 

男女別にみると、「年次有給休暇の取得のしやすさや勤務時間が柔軟であること」、

「仕事にやりがいがあること」については、女性で高くなっています。 

 

女性が活躍できる仕事・職場環境に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 25 - 

 

72.7

56.1

47.2

38.1

32.6

27.7

26.3

13.3

2.3

2.7

66.0

57.1

41.4

32.7

26.0

25.7

25.3

11.9

2.8

2.6

78.7

55.8

52.5

43.0

37.9

29.4

27.3

14.5

2.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫の積極的な家事・育児・介護への参加

保育施設等の育児サービスの充実

福祉施設等の介護サービスの充実

利用しやすい（育児・介護以外の）

家事サービスがあること

夫以外の家族・地域による

家事・育児・介護への参加

総合的な相談窓口が整備、充実していること

スキルアップに向けた研修や職業相談等の

再就職しやすい環境が整っていること

起業を希望する際に資金調達やノウハウが

取得しやすい環境が整っていること

その他

無回答

全体

男性

女性

女性の活躍が進むために家族・社会等で必要なことは、「夫の積極的な家事・育児・  

介護への参加」が最も高く、以下、「保育施設等の育児サービスの充実」、「福祉施設等 

の介護サービスの充実」の順となっています。 

男女別にみると、「夫の積極的な家事・育児・介護への参加」、「福祉施設等の介護サ 

ービスの充実」、「夫以外の家族・地域による家事・育児・介護への参加」については、 

女性で高くなっています。 

 

女性の活躍が進むために家族・社会等で必要なこと 
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0.3

0.8 

0.9

2.6

4.7 

3.2

3.5

4.6 

4.6

54.0

47.6 

36.5

21.2

27.1 

36.6

8.0

7.6 

6.6

6.3

5.5 

5.2

4.2

2.2 

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

R1

H26

女性は職

業をもた

ない方が

よい

結婚する

までは職

業をもつ

方がよい

子どもがで

きるまでは、

職業をもつ

方がよい

子どもがで

できても、

ずっと仕事

を続ける方

がよい

子どもができ

たら仕事をや

め、大きくなっ

たら再び仕事

をもつ方が

よい

その他 わからない 無回答

1.1

1.2 

0.6

4.0

4.7 

2.4

6.5

4.3 

3.7

36.5

46.7 

52.0

35.4

27.0 

22.1

6.9

6.7 

6.1

5.0

6.4 

7.4

4.5

2.9 

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26

R1

R6

0.8

0.6 

0.2

2.6

4.8 

2.6

3.1

4.7 

3.2

37.0

48.1 

56.1

38.2

27.1 

20.5

6.6

8.5 

9.2

5.5

4.7 

5.2

6.2

1.5 

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26

R1

R6

④ 女性が職業をもつことについて 

女性が職業をもつことについて、「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」 

とする人は、前回（R1）の調査から６．４ポイント上昇し、「子どもができたら仕事を  

やめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」とする人は、５．９ポイント低下して  

います。 

また、男女とも同様の傾向がみられ、女性の継続就業を肯定的にとらえる回答が増加 

しています。 

 

女性が職業をもつことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

【男性】 

【女性】 



- 27 - 

 

2.3 

2.0 

2.5 

4.1 

4.3 

3.9 

66.8 

69.3 

65.2 

9.3 

8.4 

9.9 

3.2 

2.8 

3.4 

9.4 

8.6 

10.2 

5.0 

4.6 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

家庭生活ま

たは地域活

動よりも、仕

事に専念する

家庭生活ま

たは地域活

動よりも、仕

事を優先させる

家庭生活ま

たは地域活

動と仕事を

同じように

両立させる

仕事よりも、

家庭生活

または地

域活動を

優先させる

仕事よりも、

家庭生活

または地

域活動に

専念する

わから

ない

無回答

7.7 

9.9 

5.5 

33.3 

39.8 

27.7 

14.7 

14.7 

14.8 

14.3 

9.7 

18.3 

5.8 

3.7 

7.6 

17.9 

15.8 

19.7 

6.5 

6.5 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

家庭生活ま

たは地域活

動よりも、仕

事に専念する

家庭生活ま

たは地域活

動よりも、仕

事を優先させる

家庭生活ま

たは地域活

動と仕事を

同じように

両立させる

仕事よりも、

家庭生活

または地

域活動を

優先させる

仕事よりも、

家庭生活

または地

域活動に

専念する

わから

ない

無回答

⑤ 仕事と、家庭生活または地域活動とのバランスについて 

仕事と家庭生活または自治会やボランティアなどの地域活動とのバランスについて、

「理想」に最も近いものを聞いたところ、男女とも「家庭生活または地域活動と仕事を

同じように両立させる」の回答が半数を超え、最も多くなっています。 

一方、「現実」については、男女とも「家庭生活または地域活動と仕事を同じように

両立させる」の回答は１割強と、理想と現実で大きく乖離しています。 

男女別にみると、男性では仕事、女性では家庭生活や地域活動を優先する割合が高く

なっています。 

 

 

仕事と、家庭生活または地域活動とのバランス（理想） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と、家庭生活または地域活動とのバランス（現実） 
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46.3 

38.4 

30.6 

19.8 

17.3 

3.5 

10.8 

9.1 

2.2 

45.9 

40.1 

30.1 

21.9 

17.7 

3.2 

10.6 

8.4 

2.8 

47.1 

37.1 

31.3 

17.9 

17.3 

3.9 

10.8 

9.7 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性が地域活動のリーダーになることに対する

男性の抵抗感をなくすこと

女性が地域活動のリーダーになることに対する

女性自身の抵抗感をなくすこと

社会の中で、女性が地域活動のリーダーに

なることについて、その評価を高めること

女性が地域活動のリーダーに

一定の割合でなるような取組を進めること

女性が地域活動のリーダーになることについて、

啓発や情報提供・研修を行うこと

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

全体

男性

女性

⑥ 女性が地域活動のリーダーになるために必要なこと 

「女性が地域活動のリーダーになることに対する男性の抵抗感をなくすこと」が最

も高く、以下、「女性が地域活動のリーダーになることに対する女性自身の抵抗感をな

くすこと」、「社会の中で、女性が地域活動のリーダーになることについて、その評価を

高めること」の順となっています。 

男女別にみると「女性が地域活動のリーダーになることに対する女性自身の抵抗感

をなくすこと」、「女性が地域活動のリーダーに一定の割合でなるような取組を進める

こと」については、男性で高くなっています。 

 
 

女性が地域活動のリーダーになるために必要なこと 
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0.0 

3.6 

3.7 

2.9 

1.9 

1.4 

4.2 

0.0 

0.0 

4.5 

0.8 

3.6 

6.6 

25.0 

17.9 

33.3 

8.8 

20.4 

18.9 

22.5 

14.1 

17.2 

17.9 

22.0 

32.5 

28.2 

25.0 

21.4 

22.2 

26.5 

18.5 

25.7 

18.3 

39.1 

28.3 

30.4 

33.9 

31.3 

29.2 

50.0 

39.3 

33.3 

55.9 

40.7 

40.5 

40.8 

33.7 

39.4 

27.7 

37.8 

28.3 

23.3 

0.0 

17.9 

7.4 

5.9 

13.5 

14.1 

13.0 

13.1 

18.8 

5.5 

3.6 

7.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.9 

0.0 

0.6 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(8人)

20～24歳(28人)

25～29歳(27人)

30～34歳(34人)

35～39歳(54人)

40～44歳(74人)

45～49歳(71人)

50～54歳(92人)

55～59歳(99人)

60～64歳(112人)

65～69歳(127人)

70～74歳(166人)

75歳以上(305人)

⑦ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

「賛成」が２７．０％、「反対」が６２．７％となり、反対が賛成を３５．７ポイン 

ト上回っており、男女ともに、「反対」が「賛成」を上回っています。 

男女別にみると、「賛成」は男性が女性を１２．２ポイント、「反対」は女性が男性を 

１３．９ポイント上回っており、意識の差がみられます。 

また、前回(Ｒ１)の調査結果と比較してみると、「賛成」が８．５ポイント低下し、

「反対」が８．３ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

 

【年代別】  

3.4 

4.0 

2.8 

4.7 

5.1 

4.5 

6.5 

8.8 

4.3 

23.6 

29.6 

18.6 

30.8 

35.0 

27.7 

27.7 

33.3 

23.3 

29.5 

23.2 

34.7 

28.3 

26.4 

29.7 

19.4 

14.8 

23.7 

33.2 

31.9 

34.3 

26.1 

23.8 

27.8 

16.8 

14.6 

18.6 

10.3 

11.3 

9.5 

10.2 

9.8 

10.3 

29.5 

28.6 

30.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,180人)

男性(530人)

女性(639人)

[前回調査R1]

全体(1,310人)

男性(572人)

女性(716人)

[前々回調査H26]

全体(1,550人)

男性(697人)

女性(819人)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない

[今回調査R6]
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62.8 

62.4 

58.3 

43.5 

40.6 

35.4 

27.1 

23.0 

22.9 

17.8 

16.2 

2.8 

1.7 

2.1 

58.2 

57.1 

52.6 

42.6 

34.8 

29.4 

23.2 

20.4 

21.6 

16.2 

13.4 

3.5 

1.9 

2.4 

66.9 

67.3 

63.5 

44.5 

45.9 

40.4 

30.4 

25.1 

24.3 

19.4 

18.2 

2.0 

1.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること

男性が育児・家事などに参加することに

対する男性自身の抵抗感をなくすこと

男性による育児・家事などについて、

職場における上司や周囲の理解を進めること

社会の中で、男性による育児・家事などに

ついても、その評価を高めること

周囲の人が、夫婦の役割分担等に

ついての当事者の考え方を尊重すること

男性が育児・家事などに関心を高めるよう

啓発や情報提供を行うこと

男性が相談しやすい窓口を設けること

男性が育児・家事などに参加することに

対する女性の抵抗感をなくすこと

国や地方公共団体などの研修等により、

男性の育児・家事などの技能を高めること

男性が育児・家事などを行うための、

仲間（ネットワーク）作りを進めること

その他

特に必要なことはない

無回答

全体

男性

女性

労働時間の短縮や休暇制度、テレワークなどを

利用した多様な働き方を普及することで、

仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

⑧  男性が育児・介護・家事、地域活動に積極的に参加するために必要なこと 

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」が最も高く、以下、「男性

が育児・家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」、「男性によ

る育児・家事などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」の順となっ

ています。 

男女別にみると「男性が育児・家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感を

なくすこと」、「男性による育児・家事などについて、職場における上司や周囲の理解を

進めること」については、女性で高くなっています。 

 
 

男性が育児・介護・家事、地域活動に積極的に参加するために必要なこと 
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56.3

52.1

46.1

43.1

41.8

40.6

38.7

27.3

22.1

22.0

18.3

1.3

3.6

51.7

47.8

45.7

36.8

38.5

38.3

36.4

31.4

21.0

21.2

20.3

1.7

3.7

60.4

55.3

46.2

48.5

44.5

42.4

40.7

24.0

22.5

23.0

16.5

1.1

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

育児や介護中であっても

仕事が続けられるよう支援する

育児や介護などでいったん仕事を

辞めた人の再就職を支援する

男女平等、相互理解・協力についての

普及・啓発を進めること

介護施設、サービスを整備すること

保育所、学童保育などの

施設・サービスを整備すること

学校教育の場で、男女平等や

相互理解のための学習を充実すること

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など

男女共に働き方の見直しを進める

政策・方針決定過程へ

女性を積極的に登用すること

男女の生き方に関する情報提供や交流の場、

相談、教育などの機能を整備すること

女性の学習の場を充実し、

女性のリーダーを養成すること

女性の進出が少ない分野への

進出を促すための取組を行うこと

その他

無回答

全体

男性

女性

⑨ 男女共同参画社会の形成に当たっての行政に対する要望 

「育児や介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」が最も高く、以下、「育

児や介護などでいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」、「男女平等、相互理解・

協力についての普及・啓発を進めること」の順となっています。 

男女別にみると、「育児や介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」、「育児

や介護などでいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」、「介護施設、サービスを整

備すること」については、女性で高くなっています。 

 

 

男女共同参画社会の形成に当たっての行政（県・市町）に対する要望 
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95.8 

93.9 

87.8 

84.8 

76.2 

72.1 

69.6 

61.5 

59.7 

57.6 

45.7 

93.6 

92.2 

82.3 

81.3 

67.4 

60.8 

59.0 

55.5 

43.8 

45.0 

50.3 

96.7 

96.6 

91.2 

91.8 

86.9 

81.1 

81.1 

79.6 

74.6 

69.9 

58.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体を傷つける可能性の

ある物でなぐる

刃物などを突きつけて、おどす

足でける

いやがっているのに

性的な行為を強要する

平手で打つ

家計に必要な生活費を渡さない

「誰のおかげで生活できるんだ」

とか、「甲斐性なし」と言う

なぐるふりをして、おどす

何を言っても長期間無視し続ける

交友関係や行き先、電話・

メールなどを細かく監視する

大声でどなる

今回（R6）

前回（R1）

全国（R5）

４ 男女間の暴力等に関する県民の認識等 

  （山口県「男女間における暴力等に関する調査」（令和 6年度）結果） 

① 配偶者からの暴力と認識される行為 

「いやがっているのに性的行為を強要する」、「なぐるふりをして、おどす」などとい 

った身体的暴力でない行為も含め、すべての行為において、暴力にあたるとの認識は、  

前回（R1）の調査より上昇しています。 

また、「交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視する」、「何を言っても

長期間無視し続ける」といった精神的暴力については、全国と比べて暴力にあたると

の認識が低くなっています。 

配偶者からの暴力と認識される行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国は、内閣府「男女間における暴力に関する調査」（令和５年９月調査）より 
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83.3 

42.4 

31.3 

28.2 

25.7 

23.5 

13.0 

8.1 

5.6 

0.4 

2.5 

84.0 

35.7 

33.6 

23.9 

27.9 

23.5 

17.6 

10.3 

7.3 

0.5 

2.3 

82.8 

47.8 

29.4 

32.1 

23.9 

23.4 

9.9 

6.7 

4.6 

0.3 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

警察

電話ホットライン、メール相談、

ＳＮＳ相談など

市役所、町役場

民間の専門家や専門機関

（弁護士・弁護士会、カウンセラー・

カウンセリング機関、民間シェルターなど）

民生委員、児童委員

山口県男女共同参画相談センター

（配偶者暴力相談支援センター）

法務局、人権擁護委員

裁判所

相談できる窓口として

知っているところはない

その他

無回答

全体

男性

女性

② 配偶者からの暴力についての相談窓口の認知度 

  相談窓口として知っているものは、「警察」が最も高く、次いで「電話ホットライン、

メール相談、ＳＮＳ相談など」、「市役所、町役場」、「民間の専門家や専門機関」、「民生委

員、児童委員」、「山口県男女共同参画相談センター」の順となっています。 

山口県男女共同参画相談センターの認知度は 23.5％ですが、「相談できる窓口として

知っているところはない」と回答した人は 5.6％となっています。 

 

 

配偶者からの暴力についての相談窓口の認知度 
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25.6 

18.1 

31.0 

73.1 

81.0 

67.5 

1.3

0.9

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(858人)

男性(348人)

女性(504人)

あった（計） まったくない 無回答

35.2 

34.8 

35.4 

64.8 

65.2 

64.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(71人)

男性(23人)

女性(48人)

相談した 相談しなかった

③ 配偶者からの暴力の被害経験の有無と相談の有無 

約４人に 1 人が配偶者からの暴力の被害経験があり、その被害について、約６割が

どこ(だれ)にも相談していません。 
 

配偶者からの暴力の被害経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

うち５年以内に被害経験があった方の相談の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」の認知度 

   「知っている」と回答した人は、9.7％、性・年齢別では、女性は 50歳代までの約 

1割が「知っている」と回答しています。 

「あさがお」の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.7 

4.2 

14.0 

81.0 

87.3 

77.1 

9.3 

8.5 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,027人)

男性(426人)

女性(586人)

知っている 知らなかった 無回答
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17.2 

2.8 

28.2 

77.9 

93.0 

66.9 

4.9 

4.2 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,027人)

男性(426人)

女性(586人)

ある ない 無回答

50.8 

25.0 

52.7 

48.6 

75.0 

46.7 

0.6 

0.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(177人)

男性(12人)

女性(165人)

相談した 相談しなかった 無回答

⑤ 性暴力の被害経験の有無と被害の相談の有無 

女性の約３人に 1 人は性暴力の被害経験があり、その被害について、約５割がどこ

（だれ）にも相談していません。 

※性暴力：性交、身体を触られる、痴漢、盗撮などの同意のない・望まない性的な行為 

 

性暴力の被害経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性暴力被害の相談の有無 
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8.1 

16.5 

23.8 

31.0 

36.2 

48.2 

37.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

18～19歳(5人/62人)

20～29歳(47人/285人)

30～39歳(76人/320人)

40～49歳(135人/436人)

50～59歳(167人/461人)

60～69歳(214人/444人)

70歳以上(375人/992人)

12.9 

18.9 

19.7 

23.4 

30.9 

37.8 

29.6 

36.7 

47.1 

53.1 

54.5 

54.4 

44.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

18～19歳(8人/62人)

20～24歳(28人/148人)

25～29歳(27人/137人)

30～34歳(34人/145人)

35～39歳(54人/175人)

40～44歳(74人/196人)

45～49歳(71人/240人)

50～54歳(92人/251人)

55～59歳(99人/210人)

60～64歳(112人/211人)

65～69歳(127人/233人)

70～74歳(166人/305人)

75歳以上(305人/687人)

【調査の出典】 

「男女共同参画に関する県民意識調査」（令和６年度調査） 

１ 趣 旨 

   男女共同参画の施策推進の基礎資料とするため、男女共同参画に関する県民意識を総

合的に把握するもの。 

 ２ 調査概要 

  対 象：山口県内居住の 18歳以上の男女各 1,500 人 計 3,000人 

  抽 出 方 法：住民基本台帳に基づく無作為抽出（市町別、年齢別人口比による割当） 

  調 査 方 法：郵送調査 

  調 査 期 間：令和６年９月 26日～令和６年 10 月 18日 

回収数(率)：全体 1,200（40.0%）、男性 538（35.9%）、女性 649（43.3%）、不明 13 

３ 年齢別の回収率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男女間における暴力に関する調査」（令和６年度調査） 

１ 趣 旨 

   配偶者暴力対策等の施策推進の基礎資料とするため、男女間の暴力に関する県民の認

識、被害の経験の態様、程度及び潜在化の程度、理由を総合的に把握するもの。 

 ２ 調査概要 

  対 象：山口県内居住の 18歳以上の男女各 1,500 人 計 3,000人 

  抽 出 方 法：住民基本台帳に基づく無作為抽出（市町別、年齢別人口比による割当） 

  調 査 方 法：郵送調査 

  調 査 期 間：令和６年９月 26日～令和６年 10 月 18日 

回収数(率)：全体 1,027（34.2%）、男性 426（28.4%）、女性 586（39.1%）、不明 15 

３ 年齢別の回収率 

 

 


